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1 . はじめに
高分解能衛星画像デ ー タに対する大気散乱効果補正陰に対する研究は これ まで多数あ
る(【1】､ [2])｡ また ､ 地形が凸凹である山岳地帯の画像デ ー タ に対する大気効果補正 の研
究(【3],[4])もなされ ､ 対象地域の地形デ ー タが利用で きれば大気効果補正 は可能で あり ､
植生 の反射は非ラ ン ベ ル ト反射を示す こ となどが明らかにされた｡ 現在で は大気 の パ ラ
メ ー タが観測などにより既知 の 藤倉, 衛星画像デ ー タ の大気効果補正は困難な問題 では
なくな っ て い る o 前年度におい七､ 我舟 は ､ 衛基画像デ ー タのみを使用 して ､ 衛星観測
時の大気 の光学的パ ラメ サ タを纏定し､ こ の推定値を使 っ て 大気効果補正をする方払の
提案(Ea w ata e七al.,198[6])を･したが ､ 本研究は こ の 研究を連廃 させ大気 エ ア ロ ゾル の
光学的厚さの推定値と解析する衛星画像デ ー タ の画素サイ ズと の 関係を調 べ たもの であ
る｡
2 . 大気 効果補正手法
準星画像デ ー タ に対する大気効果補正手法につ い て簡単に説明す るa
タ ー ゲッ トの 大気上面で の放射輝度 はタ ー ゲ ッ トの ア ル べ
.
ド と周囲の平均ア ル ベ ド
を用 い て 近似的に 表現できる. 即ち ､
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こ こで ､ p,q,s,r,t は放射係数で あり , 大気 の 反射関数､ 伝達関数から計算可能で ある ｡ ま
た ､ 大気上面 で の 平均放射輝度は周囲 の平均ア ル ベ ドを用い て
IT = PA
-
2
＋qA
-
＋ r (2)
の ように近似 で きる. こ の2つ の近似式 を用 い て観測放射錬度債をタ ー ゲ ッ トの ア ル ベ ド
に変換するア ル ゴ リ ズム は 以下 で示される｡
A)まず､ 大気 の光学的パ ラメ ー タ を設定する｡
B)ラ ン ベ ル ト反射底面を持 つ 上記大気 モデル の 放射係数p,q.ら,r,t を各波長
バ ン ド毎 に計算するo
C)平均観測放射輝度値とを(2)式 に代入 し ､ 平均ア ル ベ ドを計算する ｡
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D)観測放射糖度僅とp,q,i,r,tお よび ､ を(1)式に代入 し ､ を計算する｡
E)ス テ ッ プ C)I D)･を各画素毎に各波長バ ン ドに つ い て 計算するo
最初に放射係数p,q.8,r,tを計算し衰に格納て しま えば､ 禰間だけで反射率に変換で き
るo 平均を由る範囲はタ ー ゲッ ト点の 周囲約300m x300m と推定で きる｡
3 ･ M ete o r olgical Range の 推定
大気 の光学的厚さ ､大気粒子 の 一 回散乱ア ル ベ ドや散乱位相国数などの光学的パ ラメ ー
タが既知 の場合の 大気効果補 正は第2節 で示 した補正陰に より実行 で きる｡ しか し､ 衛星
観測時に同期 した大気光学観測デ ー タは通常は利用 で きな い の で ､取得した衛星画像デ ー
タ のみ か ら大気補 正に必要 な大気 パ ラメ ー タ を推定する 方絵を確立する必要があるo こ
こ で は大気粒子 のうちガス分子 に つ い て は安定で緯度帯や季節的ごと の療準大気モ デル
で与 える こ とができ , 大気パ ラメ ー タ の変動は境界層付近 の エ ア ロ ゾル 丑 の変動による
もの と成定 し､ エ ア ロ ゾル の光学的厚さを La nd8 atT M画像デ ー タか ら推定する こと を
行うo エ ア ロ ゾル の光学的厚さ1
a
と Mete o rblogical R弧 ge Vとは逆比例 の関係にある の
で , こ の Vをフ リ ー パ ラメ ー タ に放 り ､ T M画像デ ー タ に対 して解析的近似式に基づく大
気効果檎正汝を適用する. まず ､ 十分に小 さ い Ⅴ の値(大気 エ ア ロ ゾ ル光学的厚さの大き
い値)からス タ ー･ト し､大気効果稀正を実行すると大気補 正 の しすぎで元々 反射率の低 い
場所で は負 の反射率借が出現する o V の債を次第に増加させ て行き ､ こ の負の反射率にな
る画素数を1 シ ー ン の総画素数の 1% 以下(セ ンサ の観淘 ノイ ズ を考慮 して)にする Ⅴ の
値を見 つ け, これを最適なV値とする手汝で あ る｡ 前年度 の報告[5]で はT M画像デ ー タ
に上述 の ア ル ゴリ ズムを適用 し､ 衛星 画像デ ー タ の み か ら エ ア ロ ゾル の光学的光学的厚
さT
& 甲推定 して ､ トル
ー ス ･ デ ー タ の無 い場合で も大気効果補正が可能であるこ とを示
した｡ しか し､ .
&
の推定偉と衛星画像 のサイ.ズと の 関係に つ い て は明 らか に して い なか っ
た o APE OS/AYNIR.画像デ ヤ ダを用 い て 本研究 は こ の席に焦点 を絞 っ て解析 した結果を
示す｡
4･ 解析画像サイ ズ に よる エ ア ロ ゾ ル の光学的厚さとア ル ベ ドの推定結果
･本研究 で使用 した画像デ ー タ は199 7年4 月 24 日 に A V N IR が北陸地方を観測 した レ
ベ ル 1B1ゐフ ル シ ー ンデ ー タ(約50O Ox5000･画素)のもの で あり ､ Fig. 1に示す. 石川 県
砂 丘地農業鮮験場 (N36･ 74o ,E136. 696r ) にお い て,■s kyr adio mete r(P･r ede 社製/
PO姐- 01, 校 正済み観測波長400rlm, 5 0 n m, 8 7 0n m, 1 0 4 0r' m) に よ る衛星 と同期 した天
空観測を行 っ て お り大気 の観沸デ ー タ が得られ て い る ｡ こ の 大 気観潮デ ー タ か ら,
WODTRAN を用 い て推定された観軌 姐eteo rologic a1 Ra nge V は 42. 1km とい う結果が
得られ て い る19)･ 叫 o エ ア ロ ゾル の サ イ ズ分布モデル と して は沿岸モ デル で あるHAZE ”
壁(Deirn endjia n(1969)22')を供定する｡ 大気の 天空光親測デ ー 身が得られて い る地点を
中心 に , 256× 256画素､ 512 × 512画素､ 1024 × 1024画素､ 2048× 2 048画素､ 3072
×3072画素 ､ 及 び フ ル シ ー ン で ある50 0王500 0画素 の 6 つ の異なる画像サイ ズ(Fig. 1
に位置とサイ ズ枠を表示)に対 して ､ それぞれ の 画像サイ ズ毎に Meteor ologic al Range
推定ア ル ゴ リ ズムを適用 し､ 550nm で の m ete ., 01.gic al ;ange v の債と対応する
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AVNIRマ ル チ バ ン ドで の エ ア ロ ゾル の 光学的厚さ の推定結果をT早ble l に示すo
Fig. 1. The loc atio n sof 6 diffe rent im age fr ELn e S Of ÅVNIR data ov er tloku riku
district measu red o nApril24, 19 7.
Table 1. The e stim ated m ete orologicalr弧geS a rLd a e ro sol opticalyhicknes s value s
fo rthe diffe r e nt iln age fr a m e s. ･
Im age hnQ ge Si之e
Bgtirn8t甘d
V[km]
Atmo spheric optic 81thickne占s
′ M中上 M82 Ml13 MU斗
o bs8rV ed
' SkyrdiolrLet r 42.1 0.4,38 8 0.3168 0.2539 0.2299
A 256Ⅹ256 40.2 0.4 3g 4 0.324 7 0.2611 0.2364
B 512ヱ512 ･48.2 0.4068 0こ29 58 0.234:5 0.2127
C 1()2 4Ⅹ10 24 67.9 0_3592 0.25 36 0.1956 0.1782
D 153 6Ⅹ15 36 69.7 0.3S62 0.25 09 0.1931 0.1780
B 2048Ⅹ2048 68.6 .0,3580 0.2525 0.1946 O.1774
ド 307 2Ⅹ3072 65.3 0.36 39 0.2577 0.1994 0.1816
Ful sc e ne 500 0Ⅹ6000 68.4 0.3584 0.2528 0.1949 0.1778
Table l から観&IJm ete orologic al r a nge に 一 番近 い推定値を得た の は画像サイ ズ枠^
でV の 債に して 2kn短度 の 誤差で ある. Wu バ ン ド1 に 掛 ナる エ ア ロ ゾ ル の光学的厚さ
で音 えば､ o. oo9と極 めて 近 い ｡ フ ル シ ー ン の場合で も , † の借 では16km の誤差となる
が, 姐u バ ン ド
■1 のエ ア ロ ゾル の光学的厚さで は高々 わ o. 07程度の 誤差で ある. 次に各
圃像枠にお い て 同 じ海域と植生域をタ
ー ゲッ トに選 ん で ､ 大気効果補正手法を実施 しこ
れ らの タ ー ゲッ トの ア ル ベ ドの推定計算を行 っ た結果をTable 2に示す｡
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Table 2. T he 由tim ated 81beo s
(a)Se ata rget
伽 Id ..
蝕血瓜ed8V 8ZW ■曲 doz[tSe8 耶 8′･ L arPSt
･dI脂Ten Ce†n
Jubedo256E258 512Ⅹ512
Ll()2虫1024 1536x.1536･ 2048Ⅹ2048/ 畠072W 2･ 脚 x5OOO
l血11 0.01178 0.0143 0.01821 0.O1 845 a.01830 0.O1784■0.01828 0.00 6 7
Mug 0.02418 0.O2606 0.02876 0.02892 0,02B82 0.02860･ 0.02880.
■ 0.00474
Mu3 ().()ll(描 0.01 只6 6 0･()?4 9 7 0.()1 511 0.0 1503 0.()1 475 0.()16()1 ().0()40 5
h血4 0.O1216 0.01341 O.01620 0,01532 0.O1525 0.01503･ ･0.01624■ 0.00318
(b)Vegetatio n ta rget
bold
Est h&ted a ver 岬 alb8do atVeget3tiqEl ar e a ･ La rp st
-d恥 ren celn
Albedo2 56Ⅹ25 6 5123(512 102 4xlO 24 15 3 8z153 6 2 04 8ヱ2048 3072x3072 6 0OO1600
Mtll 0.01 40 3 0.0 169 0.02 03 4 0.02 06 8 0.0 2044 o.o 1舶8 o.o20 41 0.00655
M U芝 0.053 O 5 0.O 547 9 0.OS 72 9 0.0 5744 0.0573S 0,OS704･ 0■.05733 0.0 04 39
M u3 O.038 8 3 0.04 034 0.04 25 1 0.04264 0, 42 S6 ■0.04Z30 0.042$5 .
∴
o.oo23 1
M U斗 o.畠2 190 0.32 12 O.322 47 0.3225 0 0:322 48 ･0.322 4 Q.32248 0.0 006 0
Table 2より ､ 大気 エ ア ロ ゾル の光学的厚さd)推定値は解析対象画像めサイズにより､
o･o7程度 の 誤差を生じうるがこ しかし､ ‾こ の琴差は地表対象吻のア)i, べ ドも羊関して高々
o･ oo鳩 度ゐ鞍養となるだ吋で ある ことが分か る｡ 従 っ て ､ 晴れた日中衛星面嘩デ ー タ で
あれば , フ ル シ ー ン 封 如 ゝらm ete orological r a ngeの 推定を実施･し, 大気 エ ア ロ ゾル の光
学的厚さを計算し ､ こ の値を用 い て大気効果補正 を して も地奉ア ル ･< ドの推定辞卦 別 ､
さい と結飴で き る｡ 今後 の 課膚と･して は ､ th2;yな日 に撮られた衛星画像デ ー タ に つ い て
甲嘩な解析をして ､..坤革アル ベ ドの推定琴差を見積もる必要があると考えて い る.
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